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〈参考１〉乳児期の栄養と肥満、生活習慣病との関わりについて 

 
 胎児期や乳幼児期の栄養が、年を経て、成人になってからの肥満、２型糖尿病、高血圧や

循環器疾患等と関連があることが最近多く報告されている 1,2)。また、乳幼児期に培われた味

覚や食事の嗜好はその後の食習慣にも影響を与える。したがって、この時期の食生活・栄養

の問題は、生涯を通じた健康、特に肥満等の生活習慣病の予防という長期的な視点からも考

える必要がある。 
 出生時体重や乳児期の栄養法、体重増加量と、その後の肥満や生活習慣病リスクとの関わ

りについては、長期間の疫学的観察研究や動物実験などによりエビデンスが蓄積されてきて

いるが、わが国におけるデータ 3,4)は限られている。 
海外における研究データからは、乳児期における過体重（例：85 パーセンタイル以上）は

その後の肥満につながりやすい 5,6)こと、完全母乳栄養は成人期の肥満のリスクを下げる 7,8)

こと、乳児期早期の急速な体重増加が成人期の肥満につながりやすいこと 9)等が示唆されて

いる。ただし、これらの関連性は必ずしも大きくなく、個々人にとって過度の心配をするレ

ベルのものではない。 
このようなことから、特に成長曲線から大きくはずれるような急速な体重増加については、

医師に相談するなど、その後の変化を観察していく必要がある。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〈バランスのよい食事のすすめ〉 
～生活習慣病予防のために、野菜・

果物、魚をよく食べ、薄味に配慮し

た食習慣を～  
日本における多目的コホート研究

（厚生労働科学研究班により 1990 年
に開始、現在も追跡調査実施中）では、
・ 野菜・果物の摂取によって、胃が

んのリスクが低下する 
・ 魚をよく食べると、虚血性心疾患

のリスクが低下する 
・ 食塩の摂取量が多い、塩蔵食品を

よく食べると、胃がんのリスクが
増加する 

などの結果が得られている。 
生活習慣病予防のためには、ごはん

などの「主食」を基本に、たっぷり野
菜の「副菜」と毎日の果物、魚の「主
菜」を組み合わせた、食塩控えめのバ
ランスのよい食事＊を、食習慣として
身につけていく必要があり、離乳食の
時期からそうした食品を上手に取り
入れ、味や食べ方などに慣れ親しむ工
夫が必要である。 

＊バランスのよい食事：「食事バランス

ガイド」（〈参考６〉参照） 
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